










　高年出産においてダウン症の発生率がいちじるしく増加することはよく知ら

れた事実である。ダウン症の約 90%を占める 21 トリソミー型の異常について

は,その出現率が母親の年令と強い相関を示すことから,卵子の老化又は過熟と

配偶子形成過程における染色体不分離との関係が重要な要因であると考えられ

ている。最近,染色体研究技術の進歩により,ダウン症患児およびその両親の染

色体を比較分析することにより不分離の起源を推定することができるようにな

った。その結果,卵子のみならず,精子形成過程における不分離が要因となって

ダウン症が生まれる場合もあることがわかってきた。このことは母年令のみな

らず父年令との相関も再検討する必要性を示すものであり,ダウン症の成因解

明と予防対策に関し重要な間題を提起するものである。


